
マムシ 
 
成長すると 60 ㎝ほどになります。胴は太短く、頭部は三角形

で大きな目と温度を感じるピット器官があります。体色は淡褐色

で、左右に銭型の模様があります。 

上あごには毒牙があり、咬（か）まれると、主に出血毒が注入

されます。マムシの毒は、咬まれたところの痛みや腫れ、出血な

どの症状が現れます。触ったり、踏んだり、棒でつつくなどしな

い限り、自分から咬みついてきません。 

主に山地や農地、藪（やぶ）などに生息しています。肉食性で、

ネズミやカエル、トカゲなどを食べます。 

卵をお腹の中で孵（かえ）して生む卵胎生（らんたいせい）で、

夏に交尾し翌年の 8月～10 月に 5匹ほどの幼蛇（ようだ）を 2，

3年に一度産みます。 

 

富士市での現状 

今回の調査では、岩淵や今泉付近で確認できました。 

かつては丸火や愛鷹山などで、よく見られたようです。薬用などで使用するために多く捕獲され、個体数が減ってしまったようで

す。 

マムシを確認したメッシュ 


